
 

29 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●中中のの島島十十三三重重石石塔塔  

 

 

 

 

●●東東屋屋観観音音（（東東屋屋））  

自然 

「思わぬ山にふみ惑うかな」と嘆じた薫君は、ここ夢浮橋からいかなる山に挑んだろう

と中の島に歩を進める。日本最大といわれる十三重の石塔には、西方極楽浄土を拝する

キリークの梵字・魚霊を鎮めようとした叡尊の努力を想い、後ろに映える山の緑と白い

雲を仰ぎながら白川へ。寛子の供養塔は、藤原氏の栄華の跡をこの地でひっそりとみつ

めていたのか。 

朝日観音、蜻蛉の阿弥陀三尊、東屋の観音さまを拝みながら、この巻で登場した 

「浮舟」の姿もまたまぼろしの像として、何処からか見守っているよう。 
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№１５ 宇治十帖の地に

  石塔や石仏などを訪ねる 

興

聖

寺 

宇

治

上

神

社 

高さ１５ｍのわが国最大の石塔で、１２８６（弘安９）年 

西大寺の僧叡尊が朝廷の命により宇治橋の修復を行い 

殺生禁断の思想で魚霊の供養と宇治橋の安全を祈って建立した。 

 

花崗岩に厚肉彫りされた聖観世音菩薩坐像。蓮華座に坐し 

その上に二重円光を負い、宝冠をつけ右手は施無畏印、左手は

蓮華を捧げて結跏趺坐する。鎌倉時代後期の作品と考えられ、

東屋観音と呼ばれ親しまれている。 
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●●浄浄妙妙寺寺復復元元図図  

 

 

 

 

●●宇宇治治陵陵総総拝拝所所（（宇宇治治陵陵１１号号墳墳））  

自然 

極楽浄土を模した宇治の平等院が藤原氏全盛時代の象徴とするならば、木幡の地はまさ

に葬送の地である。「この世をば我が世とぞ思う望月の欠けたることもなしと思えば」と

まで詠った道長は、この地に広く分布する宇治陵のどこに眠るのであろうか。それは長い

間の謎であった。しかし、木幡小学校建設に伴う発掘調査によって、浄妙寺跡が発掘され

頼通が道長墓に参った記録から道長の眠る地を推定できるようになってきた。三十七箇所

ある宇治陵の総拝所と定められた一号墳から、基経、冬嗣、時平の墓をはじめ師実や基房

の別業跡も含めて、藤原氏葬送の舞台を歩いてみましょう。 
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№１６ 道長はどこに眠るのか～ 

 宇治陵に藤原氏の謎をさぐる 
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浄妙寺は藤原道長が１００５（寛弘２）年に藤原氏の菩提を弔

う為に建立した寺。その後衰退し、室町時代の一揆により焼失

したが、文献に基づく発掘調査によって具体的な姿を推測する

重要な成果を得ている。 

 

JR・京阪木幡駅付近から北東に広がる丘陵は、藤原氏の墓地が

営まれていた所。1877（明治 1０）年、宮内省の調査により、

藤原氏出身の皇室関係者 17 陵３墓を宇治陵とし、塚は１号か

ら 37 号まであり、１号陵を総拝所とする。そばに藤原氏塋域

の碑が建立されている。 
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●●宇宇治治十十帖帖モモニニュュメメンントト  

 

 

 

 

●●総総角角結結びび  

自然 

源氏物語宇治十帖には、橋姫が愛し姫となり大君、中君の二人の姫君として登場。  

いま紫式部像が宇治十帖の最終章、夢浮橋に迷い込む薫君を見守っている。宇治川の激

しい流れにもいやまして小舟にたゆとう匂宮と浮舟は、朝霧橋たもとのモニュメントに

睦まじく寄り添う。総角・早蕨の古跡を辿れば、透垣から垣間見の薫君の艶やかなお姿

や、妙香に総角結びをゆわえながら、妹を想う大君のお心に、はるか蜻蛉のあたりから

か、鐘の音がよみがえってくるようです。               
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№１７ 宇治十帖ロマン回想

    物語り順に巡る 
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ヒロイン「浮舟」と「匂宮」が小舟で宇治川に漕ぎ出す場面を

モチーフにしたもので、背面には屏風を形どった「橋姫の帖」

の垣間見の絵巻が浮き彫りに、薫君、大君、中君と登場人物が

描かれている。 

古代、少年の髪の結び方を言う。また人と人との縁を結ぶ縁起

のいい結びで、鎧や御簾、文箱などの飾りに使われてきた。

薫君が大君への想いを詠んだ和歌“総角に長き契りを結びこめ

おなじ所によりもあはなん” 
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●●東東海海自自然然歩歩道道  

 

 

 

 

●●中中のの島島よよりり仏仏徳徳山山  

 

自然 

春爛漫を象徴するソメイヨシノが散り果てた後、ようやく落着いた春がやってきます。 

里ザクラが豪華な花をつけ、木々は初々しい芽生えを見せ、それぞれが個性的な新緑の

枝を伸ばし、山々は緑のパッチワークに彩られます。 

 東海自然歩道に沿って、宇治川の流れを感じながら、吊橋をわたり、もみじ谷の清流

に心を洗われてみてはいかがでしょうか。 

 新緑の中にたたずむ社寺や宇治十帖の古跡など、新鮮な感動をあたえてくれることで

しょう。 
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№１８ 名残のサクラと

   萌え木の山里を歩きます 
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道 

宇治の東海自然歩道は、炭山から志津川を経て宇治川を渡り、

白川から宇治田原へと続く。この道標は、白山神社と寛子の 

金色院跡の分岐点にある。 

 

標高１３１.８ｍ、仏徳山とは興聖寺の山号に因んで名付けられ

たものである。展望台からは眼下に宇治川、そして開けた景色

が眺望出来る。朝日山、志津川への道が尾根に続く。 
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●●ももみみじじ谷谷のの清清流流  

 

 

 

 

    ●●太太陽陽がが丘丘冒冒険険のの森森  

 

 

自然 

春から夏へ、木陰や水の流れが恋しくなる頃、思い切って自然の中へ飛び出してみま

せんか。万葉集にも詠われた名木川も市民の憩いの散策路として整備されています。散

策路から太陽が丘冒険の森へ、勧請坂の急坂を下りきると、時代がタイムスリップした

ような白川の里山が迎えてくれます。 

 もみじ谷の緑陰を過ぎると、パッと視界が開け、宇治川の清流が待っています。 

渦巻き流れる急流に心が洗われるような想いを味わって中の島へと、生まれ変わった気

持ちで現実の世界に戻っていくのです。こんな気分転換を味わってみましょう。 
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№１9 清流と緑陰の 

     宇治を歩く 

白川、白山神社の麓四条宮寛子供養塔の所から寺川の谷川に沿

って宇治川畔の府道に出るまでの約１㎞の山道で東海自然歩道

の一部になっている。新緑、緑陰、紅葉、落葉と四季折々の風

がそよぐ道である。 

 

京都府立山城総合運動公園は１９８２（昭和５７）年に開設さ

れた面積１００ヘクタール（甲子園球場の約２５倍）の公園で

ある。約半分は運動施設ゾーン、残り半分は自然ゾーンで、遊

びの森、冒険の森、ふるさとの森、ふれあいの森などがある。 
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